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鐘紡は19年11月に東京綿商社として発起設立されたが， 21年 8 月に綿糸紡績業を専業するた
めに鐘淵紡績会社と改称し， 22年 4 月に操業を開始した。
綿糸生産は，最初本社所在地である武蔵国葛飾郡隅田村字鐘ヶ淵の工場で、行っていた。







二工場(元新工場))，兵庫支店(第一工場，第二工場 (32年 9 月に上海紡績株式会社を合併)) , 
住道支店 (32年10月に河州紡績株式会社を買収)，中島支店 (32年11月に柴島紡績株式会社を買















しかし， 25年 1 月 30 日以後の新聞記事によれば，開綿機 2 台，打綿機 8 台，椀綿機 74 
t 練篠機 10台，間紡機 16台，練紡機 30台，精紡機(プルックス社製リング 45台， ミ








この新工場は，リング精紡機 10, 400錘を据付て，平均番手左撚り 30子の綿糸の紡出を計画
( 2 ) 工程の名称や英字読みは町原胴『紡績一斑j 博文館明治37年 を参考にした。
( 3 ) r第五回半季実際報告j (22年前半期)。
( 4 ) r鐘紡東京本店史j [同社] [昭和 9 年] 107-116頁。なお，新聞名は東京日々新聞である。
( 5 ) 同上書 117頁。




し，この新工場に必要な機械設備は26年 3 月 8 日に英国のプラット社に発注された。
開業は27年 3 月のことであった。なお，これ以後，以前からの工場は旧工場と呼称された。
さらに，鐘紡では27年 1 月 8 日の臨時株主総会と 2 月 8 日の臨時株主総会とで，増錘する
ことを決議し，その後の調査により，東京以外の交通が便利で、賃金の安い，兵庫県八部郡林田
村字東尻池に新工場を建設することになった。これが後述する兵庫支店である。
29年 5 月には新工場の精紡機に2 ， 000錘を増錘した。








31年 2 月中には，旧工場のミュール精紡機 (1 ， 608錘)が老朽化したため，廃棄することにな
った。
31年 5 月には打綿機用として蒸気機関 (170馬力) 1 台を発注した。この蒸気機関の増設は，
現在進行中の旧工場精紡機改造が完了すれば生産高が増加し，それにつれて増設しなければな
らなくなる前紡の諸機械のためであった。
また， 31年上半期にはこの増設する前紡機として開俵機 1 台，打綿機 2 台，椀綿機 30 
台，練篠機 1 台，始紡機 1 台，間紡機 1 台，練紡機 4 台ならびに精紡機改造材料 2 
台分をプラット社に注文した。
31年 6 月には， 30年に注文した旧工場のブルックス社製リング精紡機改造材料とチンローラ
ーが各10台分が到着した。
31年 9 月には新工場に精紡機 2 ， 400錘の増錘ならびに練紡機 3 台，間紡機 1 台，始紡機
1 台，練篠機 1 台，椛綿機 6 台を増加した。
31年下半期には，旧工場の増設のための開俵機 1 台，打綿機 2 台以上は据付中，椛綿機
30台，練篠機 1 台以上は据付完了，始紡機 1 台，間紡機 1 台，練紡機 4 台は未到着で
(7) 向上書 158頁。
( 8 ) 以下の東京本店，兵庫支店，住道支店，中島支店と洲本支店の生産設備の整理・改造について
の記述は，煩雑をさけるためいちいち出典を明記しないが，ことわらない限り鐘紡の公式営業報
告書である『鐘淵紡績株式会社第弐拾参回報告.1 (31年上半期) - r鐘淵紡績株式会社第参拾回報



































また，蒸気機関や汽纏は老朽化のため使用不能とされ， 32年 5 月に新規の物が注文されてい
( 9 ) 藤正純述大内英三手記『藤正純奉公話』大内英三昭和 5年 41頁。





















協議会では33年 7 月 25 日より 4 割の操業短縮を実施した。
東京本店でも 7 月 27 日より第一工場(旧工場を改称)と第二工場(新工場を改称)とで夜業
休止し， 12月 1 日より第二工場は夜業を開始した。
( 2 ) 兵庫支店
前述したように兵庫支店は， 27年 1 月 8 日の臨時株主総会と 2 月 8 日の臨時株主総会とで，
増錘することが決議され，東京以外の交通が便利で賃金の安い，兵庫県八部郡林田村字東尻池
(1η 
に建設され， 29年 9 月から実質的な操業を開始した。
(18) 
その後， 32年 9 月には兵庫支店に隣接していた，上海紡績(株)を合併し第二工場とした。な
お，最初の工場は第一工場となった。
(13) ・ (14) 前掲『鐘淵紡績株式会社第弐拾八回報告j (33年下半期)
(15) r須子亥三郎氏誌j (元日本紡績協会所蔵 20-26頁)
(16) 前掲『明治参拾参年度下半期鐘淵紡績株式会社営業成績報告書』


















なったので，後述する中島支店に増設する間紡機 1 台と練紡機 1 台を流用して据付，現在
稼働している機械を順次修繕することとした。
33年 5 月より，汽曜の部品の腐食箇所に応急修理を施した後，本格的な修理を行っている。
33年 7 月 26 日より前述の操業短縮のため，第一工場は休止し，第二工場は昼夜運転を行った。
第一工場は休業中に蒸気機関の大修理，紡績機械の据付換えを行った。その後，第一工場は12
月 4 日より 3 万錘で昼夜運転を行い，代わって第二工場は休業し，この間蒸気機関と紡績機械
の修繕を行った。第二工場は34年 1 月 6 日より運転を再開した。
当期中に第二工場の汽纏 1 台を大修理した。さらに，第二工場に東京本店から未使用の複








また， 33年 5 月 13 日より精紡機を 1 台づっ据付替えと修繕に着手して行った。
( 4 ) 中島支店
前述のように中島支店は， 32年11月に買収された柴島紡積(株)の工場であり，買収後は，住
道支店と同様に，諸建物の修繕，諸機械の大掃除などの整理が行われた。設立当時のリング精
紡機の錘数は10 ， 368錘であったが，買収後は5 ， 000錘の増錘が行われた。
(19) 創業時のこの蒸気機関の据付についてのエピソードは， r創業の苦心談J r公民講座』第114号





た。しかし，都合により 10 ， 000錘で開業したため，買収後鐘紡は当初の計画通り 15， 000錘とす
ることに決定した。そして， 32年11月の買収直後から，プラット社にリング精紡機 5 ， 000錘( 8 
台)の外，杭綿機 19台，打綿機 2 台，練篠機 9 台，間紡機 3 台，始紡機 7 台を注文
していた。また，絃磯 60台は国内に注文していた。
32年末より引き続き 33年上半期に於いても，精紡機 20台，打綿機 6 台，練篠機 1 台，
間紡機 5 台，始紡機 2 台，練紡機 10台の据付換えと修繕を行った。移転据付換えのため
に，杭綿機 7 台，練篠機 4 台，始紡機 4 台の大掃除を行った。
33年 9 月末には増錘のために必要な機械の据付が全て完了した。その後， 33年11月中旬より，
増錘の5 ， 000錘を合わせて，精紡機 15 ， 368錘 (40台)の運転を開始した。 34年上半期には，兵
庫支店より返却された間紡機 1 台を据付，兵庫支店より取り寄せたクライトンオップナー
1 台は混綿室に据付中である。このクライトンオップナー 1 台は34年 7 月 28 日に据付が完了
し，稼働した。
( 5 ) 洲本支店
前述のように洲本支店は， 33年 1 月に買収された淡路紡績(株)の工場であり，精紡機錘数は
10 ， 368錘であった。買収後は建物の移設，改修，改善や建て増しを行った。その他住道支店や
中島支店と比べて98台の単式紹機では少ないので， 33年 1 月に 2 台増設することとなり 3 月
中に据付完了した。これにより，同店の絃磯は合計100台となった。
3 付属品の改善





最初買入数 ×壱00、 000本 ×三O、 000本
三十一年買入数 壱九、三九弐本 三、三八三本























































































兵庫支店の場合は，開業当初の第一工場と， 32年 9 月に合併した上海紡績(株)の綿糸工場で
ある第二工場とも， 33年上半期に経年による修理を紡機に施した。
33年 7 月 26日からの操業短縮に際しては，第一工場と第二工場とが交互に操業を休止し，休
業中にそれぞれ機械の修理や据付替えならび、に蒸気機関の修理を行った。
兵庫支店の生産設備の整理に関しても，東京本店と同様に， r義和国事件J の以前は機械の修
理，後は機械の修理以外にも据付換えなども行った。
住道支店，中島支店と洲本支店の 3 支店の場合は，いずれも建物の修繕，移設，建て増しゃ
移設ならびに，機械の掃除や他支店との均衡を図るための機械の増設といった，鐘紡に買収さ
れた直後の工場設備の整理であった。なお，中島支店は，買収後にその工場が持っている生産
能力を最大限生かすために増錘された。
機械の一部である付属品としての木管の改善については，国産の木管よりも外国製の方が丈
夫で耐久性が高いから経済的だという理由だけでなく，綿糸の品質改良にとっても重要で、ある
という指摘は傾聴に値するといえよう。
さて，各工場での生産設備の整理の実態についてみてきたが，ここから次のようなことが言
えるのではないだろうか。
鐘紡の場合，まず，紡績機械やその部品である木管という「ハードJ 面からの整理つまり改
善や修理行う，次に，機械が据え付けられている床面の平準化，動力伝達装置であるシャフト
の歪み矯正，機械の据付場所の移動や，工場内の温湿度の厳格な管理といった，機械周辺まで
をも，整理の対象としていく。
このように機械設備を整理することは，それら機械設備が持っている能力を最大限に発揮さ
せることであろう。そうすることが経済的合理性に合致することであり，また，これら機械設
備から生産される製品，すなわち綿糸の品質を改良していくことでもあろう。
今後は，綿糸の品質を改良し向上させるのに関係する，これら生産設備を操作する「ソフト J
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面や保守点検などを受け持つ，従業員の仕事に対する意識について検討することならびに，綿
糸の品質に大きく関係する原綿についての考察を行って行かねばならない。
また，付属品については，この木管以外の各種の歯車やベルトなどについても，国産と外国
製との比較を検討しなければならない。
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